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南病棟チームカンファレンス記録

平成　２２年　５月　２６日　（水）
司会者　本川　沙織　　　記録　　加藤　敦子
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	準夜
	CD留守
	CD留守
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	CD留守
	深夜
	○
	公休

	上野(厚)
	川守田
	天間
	橋本
	本川
	沼山
	田ノ上
	畑内
	山地

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	病欠
	　公休
	準夜
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	○
	公休
	○
	公休
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	高橋
	上野(雅)
	相馬
	加藤
	池田
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	佐々木（孝）

	深夜
	公休
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	公休
	○
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	貝塚
	荻原
	小笠原(実)
	大島
	盛田
	鈴木
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	A留守
	準夜
	準夜
	ローテ
	業務
	　○
	○
	
	


出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞

・5/26（水）よりライブカメラの設置工事を行います。
　南病棟Bユニット　5/28（金）午前～5/29（土）午前

　南病棟CDユニット　5/28（金）午後～5/29（土）午後

　南病棟Aユニット　5/30（日）午前
　作業予備日　　　　6/1（土）午後～6/2（水）午後

・山田PSW下記の日程でお休みします。

5月26日(水)～5月27日（木）

急用時や確認事項等がある際は、山田PSWの携帯電話まで連絡して構わないとの事です。
・毎週水曜日の深夜帯にて、定期薬のフローシートの記載を行っていますが、火曜日の定期薬フローシートに○をつけているスタッフがいます。処方開始日の水曜日に○をつけるよう、皆さん注意して行きましょう。

・看護計画の立案が終了した看護スタッフはSGMの確認後、全スタッフが統一した看護・介護ができるよう、カンファレンス内で計画内容を伝えていきましょう。

　又、看護計画にそってフォーカスへ記載していきましょう。記載の仕方の分からないスタッフは、受け持ち担当スタッフ同士で確認しあいましょう。

＜患者様連絡事項＞
・板垣　富蔵様～昨日、体温38.8℃の発熱見られています。
　　　　　　　　セフジトレン　（抗生剤）３T

　　　　　　　　ムコキール（去痰剤）（１５）　３T　３×ndE ３日分処方となっています。また、前回の発熱時の予測指示として6/4まで

　　　　　　　　体温３８．５℃以上時の予測指示（アンヒバ坐薬（２００）１ヶ挿肛
８時間開けて再度使用可）があります。
　　　　　　　　発熱の状態、感冒症状・食事むせこみ状況を観察していきましょう。

　　　　　　　　又、転倒の可能性あることから、ベッドから床へ寝具を移動しています

が、本人様は自力での行動をしがちな為、車椅子での移動時・所在の確

認しましょう。自室へ誘導後は車椅子を片付けましょう。
　　　　　　　　
・坂本　和子様～おくでら整形受診され薬を継続し服用しています。今後服用するにあたり、整形からの処方か当院処方か御家族に確認とり、どちらでもよいとのことでしたので、本日、田名部Drへ情報提供しています。田名部Drより当院にて処方していく方向で話合いを薬局長へ伝えるとの事です。薬剤採用決定し、当院での処方へ切り替えの際は、御家族へ伝えていきましょう。

・島脇　てる様～昼夜逆転ありますので、日中は車椅子にて過ごし、適宜声掛けして刺激を与えていきましょう。

　　　　　　　　引き続き、夜間睡眠状態、日中の睡眠の有無観察していきましょう。

　　　　　　　　主治医より、今後も夜間の睡眠不安定な場合は服薬調整もしていくとの事です。

・木下　ツヨ様～カタリン点眼液一本処方となっています。

今月採血結果、HbA1c6.5と高値であった為、今週定期薬より、アマニ－ル(1)１Ｔ→２Ｔに増薬しています。低血糖症状の有無観察していきましょう。また、間食ですが、1日80kcalの指示は継続でよいとの事です。

＜皮膚科診察＞

・山内　公博様～上半身湿疹悪化あり、本日よりデルモゾール軟膏へ変更となっています。

　　　　　　　　湿疹の程度・掻痒感の有無観察していきましょう。

・河村　勝男様～身体の掻痒感あり、本日夕より、タベジール　２Ｔ　２(朝・夕)ｘ７日分処方となっています。

　　　　　　　　掻痒感の有無、入浴時の皮膚状態観察や身体をきちんと洗えているか観察をおこなっていきましょう。

＜生活機能回復訓練報告・検討＞
・西澤　久様～息子さんやご飯の事を執拗に話しかけています。プログラムに集中出来ている時は、しつこさはなく過ごしていますので、集中できる環境作りや、プログラムの参加を促すよう介入していきましょう。
・高森　清八様～所定の場所に座っていますが、突然立ち上がり、歩き出す事があります。環境調整や、見守りを強化して、転倒に注意していきましょう。

・和田　敦子様～同じ質問を何度も繰り返し、他患者様からも苦情聞かれています。同じ事を、スタッフを替えて聞いている為、同じ対応が出来るよう、スタッフ間で情報を共有していきましょう。
＜受け持ち患者様NCP評価＞

・藤田　金弘様～＃１　歩行不安定であり転倒によるリスクが高い

　　　　　　＜目標＞　転倒なく歩行することができる

　　　　　　　骨折の既往歴がある方です。歩行時フラツキあるか、夜間・起床時のフラツキはあるか観察していきましょう。歩行不安定時は、付き添いし、一歩ずつ歩くよう介入しましょう。

　　　　　　　

・河村　勝男様～＃１　記憶・行動機能低下

　　　　　　＜目標＞　記憶・行動機能の維持ができる

　　　　　　日付け・曜日の確認すると、わからない・最近カレンダーを見ていないと話す事あります。各勤務帯で、日付けの確認や、プログラムのゲームのルールを理解し行っているか、プログラム終了後何を行っていたか振り返りを行っていきましょう。　







